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 本書ではDXを実現するための要求獲得や価値創出
を、AIを用いて効率化・高品質化するための技術や手
法を解説しています。ソリューション開発におけるAI
活用に焦点を当て、問題発見や価値創出のためのモデ

リング技術を、AIを用いて効率化・高品質化する方法
や実施例を詳しく紹介 。深層学習や大規模言語モデ
ルによる要求の自動分類、生成AIを活用した要求仕様
書の自動生成など、具体的な手法を多数掲載していま

す。

技術者、開発者、経営者、情報学系の学生を含めた幅

広い読者を対象としており、各章は独立して読むこと

ができるため、興味のあるテーマから読み進められま

す 。AIの利活用で直面するであろう課題をモデルケ
ースとして扱い、実践的なノウハウを共有しつつ、AI
導入によって変革が予想されるソフトウェア工学と要

求工学の未来像についても展望しています。AIの戦略
的活用を前提とした実践ガイドになる一冊。

内容紹介

生成AIで要求獲得を革新する具体的ノウハウを解説！

全国の書店・ネット書店にてお求めい

ただけます。お取り扱い店は以下の

ウェブページをご覧ください。

https://www.kindaikagaku.co.jp/book_l
ist/detail/9784764961227/

戦略的AI活用による
要求工学知識体系の実践ガイド

https://www.canva.com/design/DAGxbZ7_ffo/sHjbuAq7HuiEJkrETh7FYQ/edit
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